
１ 豊橋市地球温暖化対策地域推進計画の策定について 

（１）計画策定の趣旨 

豊橋市においては、平成 21 年度に「豊橋市地球温暖化対策地域推進計画」

を策定し、地球温暖化対策を実施してきましたが、本市が署名した「世界首長

誓約/日本」の誓約実現に向けて、現況を踏まえた地球温暖化対策の推進が引

き続き求められています。 

そこで本業務では、温室効果ガスの排出抑制に関する緩和策及び気候変動

に対処するための適応策を中長期的に推進する実行計画を策定することを目

的として策定します。 

（２）計画の位置付け 

本計画は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」第２０条の３に基づく地方公

共団体実行計画であり、パリ協定や「日本の約束草案」等を勘案し、豊橋市の自然

的社会的条件に応じて、温室効果ガスの排出の抑制等を総合的かつ計画的に進

めるための施策を策定するものです。 

また、「気候変動適応法」第 12 条に基づく地域気候変動適応計画として位置付

け、気候変動適応に関する施策の推進を図るものです。 

２ 現行計画の進捗状況について

現行の豊橋市地球温暖化対策地域推進計画について、目的達成に向けた実際の

取り組み状況や課題を整理するとともに、目的達成状況を踏まえた評価を加え

た現行計画の進捗状況をまとめ、以降に示します。

資料４ 
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取り組みの目標
基準値Ａ
（Ｈ26）実績

Ｒ2年度
目標値Ｂ

Ｒ１年度
実績値Ｃ
（速報値）

進捗率
（Ｃ-Ａ）/（Ｂ-Ａ）×100

進捗状況
※１

①エコファミリーの登録件数（累計）［世帯］ 9,836 15,000 16,604 ＞100.0％ ◎

②家庭用エネルギー設備補助件数（累計）［件］ 7,238 15,000 11,857 59.5% △

Ⅱ
新しいエネルギー
を生み出そう

①再生可能エネルギー施設の設置量（累計）［ｋＷ］ 94,576 210,000 243,153 ＞100.0％ ◎

①1日当たりの公共交通利用者数［千人／日］ 79 79
H30年度　　83
R1年度調査中
（8月頃）

H30年度＞100.0％
R1年度調査中

H30 ◎
R1年度調査中

②次世代自動車登録台数（累計）［件］ 225 800 640 72.2% ○

①公共施設における緑のカーテン設置箇所数［箇所／年］ 132 140 130 25.0% △

②市民1人が1日に出す家庭系ごみの量
　　（事業所から出るごみを含まない）［ｇ］

750 709 648 ＞100.0％ ◎

Ⅴ
地球環境への
理解を進めよう

①環境イベントの参加者数［人／年］ 7,402 8,510 9,700 ＞100.0％  ◎

▼取り組み目標

※1　計画改定により取り組みの目標を見直ししたため、基準値をＨ26実績としている。また、進捗率についてもＨ26実績を基準に
　　　計算しており、改定後の計画期間5年のうち3年が経過しているため、進捗状況の判断基準は以下の通りとする。
　　　進捗状況：◎・・・進捗率100％以上　　○・・・進捗率60％以上100％未満　　△・・・進捗率60％未満

Ⅲ
地球にやさしい
乗り物を使おう

Ⅳ
緑や資源を大切
にしよう

エネルギーを賢く
使おう

Ⅰ

取組方針
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骨子案段階

３ 豊橋市地球温暖化対策地域推進計画の体系について

豊橋市地球温暖化対策地域推進計画（平成22年度策定、平成28年3月改定／計画期間：平成28年度～平成32（令和2）年度）

《基本理念》 ストップ・ザ・温暖化を目指して

《基本方針》と基本施策

基本方針Ⅰ

エネルギーを賢く使おう

基本施策

Ⅰ－１節電・省エネを実践する

Ⅰ－２建物の省エネ化を進める

基本方針Ⅱ

新しいエネルギーを生み出そう

基本施策

Ⅱ－１再生可能エネルギーの普及を

進める

基本方針Ⅲ

地球にやさしい乗り物を使おう

基本施策

Ⅲ－１自動車に頼らない街づくりを

進める

Ⅲ－２自転車を賢く使うライフ

スタイルに転換する

基本方針Ⅳ

緑や資源を大切にしよう

基本施策

Ⅳ－１森林や農地を保全し、都市の

緑化を充実する

Ⅳ－２ごみの減量やリサイクルを

進める

基本方針Ⅴ

地球環境への理解を進めよう

基本施策

Ⅴ－１地球温暖化について意識を

高める

・国以上の温室効果ガス排出抑制を目指す

・現行計画における取組状況を踏まえ、より実情に応じた目標の見直し

・環境に優しい自動車等への代替促進施策の検討

・地域新電力事業による再エネ活用等の“エネルギーの地産地消”の推進策の検討

・再エネ利用100％のRE100の実現に向けた施策の検討
・気候変動への適応

豊橋市地球温暖化対策地域推進計画（令和3年度策定（予定）／計画期間：令和3年度～令和12年度）

・「世界首長誓約/日本」への署名（平成30年10月）
・ＳＤＧｓ未来都市に選定（令和元年7月）

・第6次豊橋市総合計画
・第3次豊橋市環境基本計画
・豊橋市地産地消エネルギー指針

現行計画の状況を踏まえて整理した課題（重要なもの）

・日本の約束草案（平成27年7月）
・地球温暖化対策計画（平成28年5月閣議決定）
・第5次エネルギー基本計画（平成30年7月閣議決定）
長期目標：温室効果ガスを2050年に2013年比-80％の削減目標

・気候変動適応計画（平成30年11月閣議決定）

・パリ協定（平成27年12月）
目標：温室効果ガスを2030年度に2013年度比－26％の削減目標

現行計画策定以降の国内外における動向

・低炭素型の暮らし・まちづくり

国などで設定されている目標

温室効果ガスを2050年に2013年比-80％の削減達成に向け

た短期、中期目標を設定を行う。（現在検討中）

・気候変動への適応

自然災害

健康

農業・林業・水産業

水環境・水資源

などの中から策定（現在検討中）

・再生可能エネルギーの利用促進

節電・省エネ化

再生可能エネルギーの地産地消

低炭素化

緑化の充実、ごみの少量化

環境への意識向上

などの中から策定（現在検討中）

本市における動向
国外

国内
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